
(57)【要約】

【課題】　燃料電池システムの異常を高精度で検出する

ことができ、さらにエネルギ損失の少ない燃料電池シス

テムを提供する。

【解決手段】　燃料電池スタック２と、燃料電池スタッ

ク２に接続されたオフガス排気管５と、オフガス排気管

５に設置された吸湿発熱体１４を有する水素検知手段９

と、燃料電気スタック２に接続された換気ガス排気管５

と、換気ガス排気管５から分岐して接続されて、水素検

知手段９の吸湿発熱体１４を通過して、オフガス排気管

５に連結された換気ガス供給配管７と、水素検知手段９

上流側の換気ガス供給配管７に設置された流路制御装置

（バルブ８）と、を備えることを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 燃 料 電 池 ス タ ッ ク と 、
　 前 記 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に 接 続 さ れ た オ フ ガ ス 排 気 管 と 、
　 前 記 オ フ ガ ス 排 気 管 に 設 置 さ れ た 吸 湿 発 熱 体 を 有 す る 水 素 検 知 手 段 と 、
　 前 記 燃 料 電 気 ス タ ッ ク に 接 続 さ れ た 換 気 ガ ス 排 気 管 と 、
　 前 記 換 気 ガ ス 排 気 管 か ら 分 岐 し て 接 続 さ れ て 、 前 記 水 素 検 知 手 段 の 吸 湿 発 熱 体 を 通 過 し
て 、 前 記 オ フ ガ ス 排 気 管 に 連 結 さ れ た 換 気 ガ ス 供 給 配 管 と 、
　 前 記 水 素 検 知 手 段 上 流 側 の 前 記 換 気 ガ ス 供 給 配 管 に 設 置 さ れ た 流 路 制 御 装 置 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 さ ら に 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 後 流 側 の 前 記 換 気 ガ ス 排 気 管 に 設 置 さ れ た 第 １ の 流 路 制 御 装
置 と 、
　 前 記 水 素 検 知 手 段 上 流 側 の 前 記 オ フ ガ ス 排 気 管 に 設 置 さ れ た 第 ２ の 流 路 制 御 装 置 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 水 素 検 知 手 段 は 、 枠 体 と 、 前 記 枠 体 上 部 に 設 置 さ れ た 水 素 検 知 部 と 、 前 記 枠 体 下 部
に 配 置 さ れ た 検 出 口 と 、 前 記 水 素 検 知 部 と 前 記 検 出 口 と の 間 に 配 置 さ れ た 熱 を 加 え る こ と
に よ り 再 生 可 能 な 吸 湿 発 熱 体 と 、 前 記 換 気 ガ ス 供 給 配 管 に 連 結 さ れ た 換 気 ガ ス を 前 記 枠 体
内 部 に 供 給 す る 換 気 ガ ス 導 入 管 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 燃 料
電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 前 記 水 素 検 知 手 段 に 接 続 さ れ 、 前 記 吸 湿 発 熱 体 の 発 熱 を 検 知 す る 温 度 セ ン サ と
、
　 前 記 温 度 セ ン サ か ら の 情 報 に 基 づ き 前 記 流 路 制 御 装 置 の 開 閉 を 制 御 す る 信 号 を 送 信 す る
電 子 制 御 装 置 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 オ フ ガ ス 排 気 管 に 設 置 さ れ た オ フ ガ ス の 湿 度 を 計 測 す る 湿 度 セ ン サ を 備 え
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 発 電 時 の 異 常 を 監 視 で き る 燃 料 電 池 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 燃 料 電 池 は 、 水 素 ガ ス を 燃 料 と し て 用 い て 水 素 ガ ス と 酸 素 ガ ス と を 反 応 さ せ て 発 電 す る
装 置 で あ り 、 発 電 効 率 も 高 く 、 さ ら に 低 公 害 で あ る 。 こ の た め 、 内 燃 機 関 に 代 え て 作 動 す
る モ ー タ 用 の 電 源 と し て 燃 料 電 池 を 搭 載 し た 車 両 の 研 究 開 発 が 進 め ら れ て い る 。 車 両 搭 載
用 の 燃 料 電 池 と し て は 、 高 出 力 化 、 小 型 化 が 要 求 さ れ る た め 、 特 に 、 固 体 高 分 子 型 燃 料 電
池 の 適 用 が 研 究 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 固 体 高 分 子 型 燃 料 電 池 は 、 発 電 の 基 本 単 位 と な る 単 位 セ ル （ 単 セ ル ） を 複 数 個 積 層 し た
燃 料 電 池 ス タ ッ ク か ら 構 成 さ れ る 。 単 セ ル は 、 固 体 高 分 子 電 解 質 膜 の 両 面 側 に 燃 料 電 極 と
酸 化 剤 電 極 を 配 置 し て 膜 電 極 接 合 体 （ MEA） を 構 成 し 、 各 電 極 の 両 面 側 に 各 々 セ パ レ ー タ
を 配 置 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 固 体 高 分 子 型 燃 料 電 池 で は 、 セ パ レ ー タ に 形 成 し た ガ ス 流 路 か ら 水 素 ガ ス と 酸 素 ガ
ス を 含 む 空 気 と を そ れ ぞ れ 導 入 し 、 燃 料 電 極 及 び 酸 化 剤 電 極 に お い て 、 化 学 式 １ と 化 学 式
２ に 示 す 化 学 反 応 を 進 行 さ せ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 H２ 　 → 　 ２ H + 　 ＋ 　 ２ e - 　 　 （ 燃 料 電 極 側 ） … （ 化 学 式 １ ）
　 1/2O 2  ＋  ２ H

+ 　 ＋ 　 ２ e -  →  H２ O　 ＋  Ｑ 　 (反 応 熱 )　 （ 酸 化 剤 電 極 側 ） … （ 化 学 式 ２
）
　 電 池 全 体 と し て は 、 化 学 式 ３ に 示 す 化 学 反 応 が 進 行 し 、 起 電 力 が 生 じ て 外 部 負 荷 に 対 し
て 電 気 的 仕 事 が な さ れ る 。  
　 H２ 　 ＋ 　 1/2O 2 　 →  H２ O　 ＋  Ｑ 　 (反 応 熱 )… （ 化 学 式 ３ ）
　 固 体 高 分 子 電 解 質 膜 は 、 プ ロ ト ン 交 換 基 （ 例 え ば 、 ス ル ホ ン 酸 基 ） を 多 数 導 入 し た 高 分
子 材 料 か ら 形 成 さ れ て お り 、 固 体 高 分 子 電 解 質 膜 を 湿 潤 状 態 と し て 、 プ ロ ト ン 交 換 基 を 利
用 し て プ ロ ト ン を 伝 導 さ せ て い る 。 固 体 高 分 子 電 解 質 膜 の 一 部 分 が 含 水 量 不 足 に な る と 、
固 体 高 分 子 電 解 質 膜 が 破 損 し 、 破 損 し た 部 分 か ら 水 素 ガ ス が 通 り 抜 け て し ま い 、 燃 料 電 池
ス タ ッ ク か ら 排 出 さ れ る オ フ ガ ス 排 気 管 内 の オ フ ガ ス 中 に 水 素 ガ ス が 混 入 し て し ま う 。 こ
の た め 、 オ フ ガ ス 排 気 管 に 水 素 検 知 手 段 を 設 置 し て 、 オ フ ガ ス 中 に 混 入 し た 水 素 ガ ス を 検
知 し て 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 異 常 を 監 視 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 オ フ ガ ス 中 に は 、 生 成 水 、 加 湿 水 な ど の 水 分 が 含 ま れ て お り 、 水 素 検 知 手 段 は
、 水 分 を 含 む ガ ス に 晒 さ れ る 状 態 と な る 。 こ の た め 、 水 素 検 知 手 段 に 結 露 が 生 じ 易 く 、 水
素 検 知 手 段 の 検 出 精 度 が 低 下 し 、 さ ら に 水 素 検 知 手 段 が 破 損 、 劣 化 す る 要 因 と な っ て い た
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 水 素 検 知 手 段 の 上 流 側 に 隣 接 し て 、 オ フ ガ ス を 加 熱 す る ヒ ー タ を 設 置 し た 燃 料
電 池 シ ス テ ム の 技 術 が 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 燃 料 電 池 シ ス テ ム に よ れ
ば 、 ヒ ー タ で オ フ ガ ス を 加 熱 す る こ と に よ り 、 水 素 検 知 手 段 で の 結 露 の 発 生 を 防 ぎ 、 水 素
検 知 手 段 の 検 知 精 度 の 低 下 、 さ ら に 水 素 検 知 手 段 の 破 損 、 劣 化 を 抑 制 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ６ ９ ４ ３ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム で は 、 オ フ ガ ス を 加 熱 す る ヒ ー タ を 設 置 し た た
め 、 ヒ ー タ の 設 置 ス ペ ー ス が 必 要 と な る だ け で は な く 、 電 気 エ ネ ル ギ が 必 要 不 可 欠 と な っ
て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 従 来 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム で は 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 運 転 中 に お い て も 常 に 加 熱 す
る 必 要 が あ る た め 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 停 止 中 の 電 気 エ ネ ル ギ が 使 用 で き な い 場 合 は 、 水
素 検 知 手 段 で の 結 露 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 オ フ ガ ス を 加 熱 す る た め に エ ネ ル ギ が 消 費 さ れ て し ま う た め 、 燃 料 電 池 シ ス テ
ム 全 体 の エ ネ ル ギ 効 率 の 観 点 か ら 不 利 と な っ て い た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 す な わ ち 、 本 発 明 の 燃 料 電
池 シ ス テ ム は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク と 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に 接 続 さ れ た オ フ ガ ス 排 気 管 と 、
オ フ ガ ス 排 気 管 に 設 置 さ れ た 吸 湿 発 熱 体 を 有 す る 水 素 検 知 手 段 と 、 燃 料 電 気 ス タ ッ ク に 接
続 さ れ た 換 気 ガ ス 排 気 管 と 、 換 気 ガ ス 排 気 管 か ら 分 岐 し て 接 続 さ れ て 、 水 素 検 知 手 段 の 吸
湿 発 熱 体 を 通 過 し て 、 オ フ ガ ス 排 気 管 に 連 結 さ れ た 換 気 ガ ス 供 給 配 管 と 、 水 素 検 知 手 段 上
流 側 の 換 気 ガ ス 供 給 配 管 に 設 置 さ れ た 流 路 制 御 装 置 と 、 を 備 え る こ と を 要 旨 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 水 素 検 知 手 段 で の 結 露 の 発 生 に 伴 う 検 出 精 度 の 低 下 、 破 損 、 劣 化 を 抑
制 し て 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 異 常 を 高 精 度 で 検 出 す る こ と が で き 、 さ ら に エ ネ ル ギ 損 失 の 少
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な い 燃 料 電 池 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 燃 料 電 池 シ ス テ ム を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ 実 施 形 態
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 構 成 を 図 １ に 示 す 。 燃 料 電 池 シ ス テ ム １
は 、 固 体 高 分 子 電 解 質 膜 を ア ノ ー ド と カ ソ ー ド と で 挟 み 込 ん だ 単 セ ル を 複 数 個 積 層 し た 燃
料 電 池 ス タ ッ ク ２ を 備 え る 。 燃 料 電 池 ス タ ッ ク ２ に は 、 燃 料 と な る 水 素 ガ ス aと 酸 素 ガ ス
を 含 む 空 気 bと を そ れ ぞ れ 供 給 す る 水 素 ガ ス 供 給 配 管 ３ と 空 気 供 給 配 管 ４ と が 接 続 さ れ て
お り 、 さ ら に 、 反 応 後 の オ フ ガ ス cを 排 出 す る オ フ ガ ス 排 気 管 ５ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た
、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク ２ を 収 納 す る 図 示 し な い 燃 料 電 池 ケ ー ス 内 を 換 気 す る 換 気 ガ ス dを 排
出 す る 換 気 ガ ス 配 管 ６ が 接 続 さ れ て お り 、 換 気 ガ ス 配 管 ６ は オ フ ガ ス 排 気 管 ５ に 連 結 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 換 気 ガ ス 配 管 ６ に は 、 分 岐 し て 換 気 ガ ス 供 給 配 管 ７ が 接 続 さ れ て い る 。 換 気 ガ ス 供 給 配
管 ７ に は 、 流 路 制 御 装 置 で あ る バ ル ブ ８ が 設 置 さ れ て お り 、 オ フ ガ ス 排 気 管 ５ に 連 結 さ れ
て い る 。 オ フ ガ ス 排 気 管 ５ に は 、 水 素 検 知 手 段 ９ が 設 置 さ れ て お り 、 例 え ば 、 水 素 検 知 手
段 ９ と し て 接 触 触 媒 式 の 水 素 検 知 器 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 水 素 検 知 手 段 ９ の 断 面 構 造 を 図 ２ に 示 す 。 水 素 検 知 手 段 ９ は 、 枠 体 １ ０ 上 部 に 接 触 触 媒
式 の 水 素 検 知 部 １ １ を 設 置 し 、 枠 体 １ ０ 下 部 に 検 出 口 １ ２ を 備 え て お り 、 検 出 口 １ ２ に は
水 滴 除 去 膜 １ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 枠 体 １ ０ 内 部 の 水 素 検 知 部 １ １ と 検 出 口 １ ２ と の
間 に は 吸 湿 発 熱 体 １ ４ を 配 置 し て い る 。 枠 体 １ ０ の 長 手 方 向 の 両 端 に は 換 気 ガ ス 導 入 管 １
５ と 換 気 ガ ス 排 出 管 １ ６ と を 接 続 し 、 換 気 ガ ス 導 入 管 １ ５ か ら の 換 気 ガ ス dが 吸 湿 発 熱 体
１ ４ を 流 通 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 換 気 ガ ス 導 入 管 １ ５ と 排 気 ガ ス 排 出 管 １
６ と は 、 そ れ ぞ れ 換 気 ガ ス 供 給 配 管 ７ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 吸 湿 発 熱 体 １ ４ と し て は 、 熱 を 加 え る こ と に よ り 再 生 可 能 な 吸 湿 発 熱 繊 維 を 用 い る こ と
が 好 ま し い 。 こ の 吸 湿 発 熱 繊 維 は 、 吸 湿 す る こ と に よ り 発 熱 し 、 逆 に 乾 燥 環 境 下 で は 放 湿
し て 元 の 状 態 に 戻 る 性 質 が あ る 。 吸 湿 時 の 発 熱 に は 、 ウ ー ル や 木 綿 の よ う な 天 然 繊 維 が 吸
湿 す る 際 に 放 出 す る 水 蒸 気 の 凝 集 熱 （ 蒸 発 熱 の 逆 向 き の 熱 ） 以 外 に も 、 親 水 器 の 吸 湿 に よ
る 水 和 熱 が 発 生 す る と 考 え ら れ 、 全 発 熱 量 は 凝 集 熱 の 数 倍 に 達 す る も の が 知 ら れ て い る 。
こ の 親 水 基 は 、 繊 維 素 材 自 体 が 備 え て お り 、 繊 維 の 表 面 を 化 学 処 理 す る こ と に よ り 形 成 さ
れ る 。 吸 湿 発 熱 繊 維 と し て は 、 各 繊 維 会 社 か ら 発 売 さ れ て い る も の で 、 例 え ば 、 ミ ズ ノ 株
式 会 社 と 東 洋 紡 績 株 式 会 社 に よ り 共 同 開 発 さ れ た ブ レ ス サ ー モ （ 商 品 名 ） 、 東 洋 紡 績 株 式
会 社 製 モ イ ス ケ ア （ 商 品 名 ） 、 富 士 紡 績 株 式 会 社 製 エ コ ウ ォ ー ム （ 商 品 名 ） 、 三 菱 レ イ ヨ
ン 株 式 会 社 製 ル ネ ス （ 商 品 名 ） 、 東 レ 株 式 会 社 製 ウ ォ ー ム セ ン サ （ 商 品 名 ） を 利 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 水 素 検 知 手 段 ９ に は 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ の 発 熱 を 検 知 す る 温
度 セ ン サ １ ７ が 接 続 さ れ て お り 、 温 度 セ ン サ １ ７ に は 、 温 度 セ ン サ １ ７ の 出 力 に よ り バ ル
ブ ８ の 開 閉 の 制 御 信 号 を 送 信 す る 電 子 制 御 装 置 １ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 オ フ ガ ス 排
気 管 ５ 内 に は 湿 度 セ ン サ １ ９ が 備 え ら れ て い る 。 な お 、 温 度 セ ン サ １ ７ は 吸 湿 発 熱 体 １ ４
の 温 度 変 化 を 測 定 で き る 場 所 で あ れ ば 良 く 、 温 度 セ ン サ １ ７ の 位 置 は 限 定 さ れ る も の で は
な い 。 湿 度 セ ン サ １ ９ も 同 様 に 、 被 検 知 ガ ス の 湿 度 を 測 定 で き る 場 所 で あ れ ば 良 く 、 湿 度
セ ン サ の 位 置 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 燃 料 電 池 シ ス テ ム １ で は 、 オ フ ガ ス 排 気 管 ５ 内 を 流 れ る オ フ ガ ス cは 、 水 素 検 知 手
段 ９ の 検 出 口 １ ２ か ら 流 入 し 、 水 滴 除 去 膜 １ ３ に よ り 水 滴 が 除 去 さ れ る 。 検 出 口 １ ２ か ら
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流 入 し た オ フ ガ ス cの 湿 度 が 高 い と 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ に よ り オ フ ガ ス c中 の 水 分 が 吸 湿 さ れ
た 状 態 で 水 素 検 知 部 １ １ に 到 達 す る た め 、 水 素 検 知 部 １ １ で の 結 露 を 防 止 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 吸 湿 時 に 吸 湿 発 熱 体 １ ４ は 発 熱 す る が 、 こ の 発 熱 を 水 素 検 知 手 段 ９ の 加 熱 に 利
用 す る こ と に よ り 、 水 素 検 知 部 １ １ で の 結 露 を 生 じ 難 く し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム １ で は 、 温 度 セ ン サ １ ７ か ら 計 測 さ れ る 吸 湿 発 熱 体 １ ４ の 温
度 変 化 と 、 湿 度 計 １ ９ か ら 計 測 さ れ る オ フ ガ ス c中 の 湿 度 と の 関 係 か ら 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４
の 吸 湿 状 況 が 常 に 監 視 さ れ て い る 。 そ し て 、 温 度 セ ン サ １ ７ か ら 計 測 さ れ る 吸 湿 発 熱 体 １
４ の 温 度 が 低 下 し 、 湿 度 計 １ ９ か ら 計 測 さ れ る オ フ ガ ス c中 の 湿 度 が 上 昇 し 、 電 子 制 御 装
置 １ ８ に よ り 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ が 飽 和 状 態 に 達 し て い る と 判 定 さ れ る と 、 電 子 制 御 装 置 １
８ か ら バ ル ブ ８ に 制 御 信 号 が 送 信 さ れ て 、 バ ル ブ ８ を 開 状 態 に す る 。 バ ル ブ ８ が 開 か れ る
と 、 換 気 ガ ス dは 、 換 気 ガ ス 供 給 配 管 ７ か ら 換 気 ガ ス 導 入 管 １ ５ を 経 由 し て 水 素 検 知 手 段
９ 内 に 導 入 さ れ る 。 水 素 検 知 手 段 ９ 内 に 導 入 さ れ た 換 気 ガ ス dは 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ の 乾 燥
を 行 う と 同 時 に 、 水 素 検 知 部 １ １ 周 辺 の ガ ス を 乾 燥 、 高 温 の ガ ス に 置 換 し て 、 水 素 検 知 部
１ １ で の 結 露 の 発 生 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 水 素 検 知 手 段 ９ に 換 気 ガ ス dを 導 入 し て 吸 湿 発 熱 体 １ ４ を 一 定 時 間 乾 燥 さ せ た 後 、 電 子
制 御 装 置 １ ８ か ら バ ル ブ ８ に 制 御 信 号 を 送 信 し て 、 バ ル ブ ８ を 閉 じ て 、 換 気 ガ ス dの 導 入
を 停 止 さ せ る 。 な お 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ の 乾 燥 は 、 一 定 間 隔 で 行 っ て も 良 く 、 こ れ に よ り セ
ン サ 類 を 省 略 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ の 重 さ の 変 化 を 検 出 す る こ と
に よ り 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ を 乾 燥 さ せ る タ イ ミ ン グ と 、 乾 燥 時 間 を 最 適 に 決 定 す る こ と を 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム は 、 図 １ に 示 す 燃 料 電 池 シ ス テ ム １ の 構 成 に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 換 気 ガ ス 配 管 ６ に 流 れ る 換 気 ガ ス dは 、 例 え ば カ ソ ー ド 側 に 供 給 す る 空
気 供 給 配 管 ４ か ら 分 岐 さ せ て 、 燃 料 電 池 ケ ー ス 内 に 供 給 し 、 あ る い は 空 気 等 の 換 気 ガ ス d
を 燃 料 電 池 ケ ー ス に 供 給 す る ラ イ ン を 新 た に 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 水 素 検 知 手 段 ９ 内 の 吸 湿 発 熱 体 １ ４ に よ り 被 検 知 ガ ス （ オ フ ガ
ス cま た は 換 気 ガ ス d） 中 の 水 分 を 吸 着 さ せ て お り 、 ま た 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ の 発 熱 に よ り 水
素 検 知 手 段 ９ を 加 熱 し て 、 吸 湿 効 果 に よ り 被 検 知 ガ ス 中 の 湿 度 を 下 げ て い る 。 こ の た め 、
水 素 検 知 手 段 ９ の 水 素 検 知 部 １ １ で の 結 露 の 発 生 を 防 止 し 、 結 露 の 発 生 に 伴 う 水 素 検 知 手
段 ９ の 検 出 精 度 の 低 下 、 破 損 、 劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 オ フ ガ ス c中 ま
た は 換 気 ガ ス d中 の 水 素 ガ ス 濃 度 を 検 知 し て 水 素 ガ ス aの 漏 れ 箇 所 の 診 断 を 行 い 、 発 電 時 の
異 常 を 高 精 度 で 監 視 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 流 路 制 御 装 置 で あ る バ ル ブ ８ を 設 置 し て 水 素 検 知 手 段 ９
内 に 導 入 す る 被 検 知 ガ ス で あ る オ フ ガ ス cと 換 気 ガ ス dと を 選 択 的 に 切 り 替 え る こ と が で き
る 。 こ の た め 、 オ フ ガ ス c又 は 換 気 ガ ス dの い ず れ か の 単 独 ガ ス の 検 知 を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 水 素 検 知 手 段 ９ に 接 続 し た 温 度 セ ン サ １ ７ の 出 力 に よ
り 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ の 状 態 を モ ニ タ し 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ が 吸 湿 不 能 状 態 で あ る 場 合 に 、 高
温 、 低 湿 度 の 換 気 ガ ス を 水 素 検 知 手 段 ９ に 供 給 す る こ と が で き る の で 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ の
限 界 量 に 達 し て 吸 湿 不 能 に な っ て も 、 水 素 検 知 手 段 ９ で の 結 露 の 発 生 を 確 実 に 防 止 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 高 温 、 低 湿 度 の 換 気 ガ ス dを 水 素 検 知 手 段 ９ に 導 入 し て 、 吸 湿 後 の 吸
湿 発 熱 体 １ ４ を 乾 燥 さ せ る こ と に よ り 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ を 繰 り 返 し 利 用 す る こ と も で き る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム の 停 止 時 に 高 湿 度 の 被 検 知 ガ ス が 水 素 検 知 手 段 ９ 内 に 流 通 し た 場 合 で あ
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っ て も 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ の 吸 湿 量 は 相 対 湿 度 に よ り 変 化 す る た め 、 自 動 的 に 吸 湿 と 発 熱 を
行 い 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 停 止 時 な ど の 電 気 エ ネ ル ギ が 使 用 で き な い 状 態 に お い て も 水 素
検 知 手 段 ９ で の 結 露 の 発 生 を 防 止 す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
第 ２ 実 施 形 態
　 本 発 明 に お け る 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 燃 料 電 池 シ ス テ ム は 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム を 停 止
す る 前 に 、 オ フ ガ ス 排 気 管 内 の オ フ ガ ス cの 湿 度 を 低 下 さ せ る 点 に あ る 。 な お 、 本 実 施 の
形 態 に 係 る 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 基 本 的 な 構 成 は 、 第 １ 実 施 形 態 で 示 し た 燃 料 電 池 シ ス テ ム
１ と 同 様 で あ る た め 、 同 一 箇 所 は 、 同 一 符 号 を 用 い て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に お け る 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 燃 料 電 池 シ ス テ ム ２ ０ の 構 成 を 図 ３ に 示 す 。 燃
料 電 池 シ ス テ ム ２ ０ は 、 換 気 ガ ス 配 管 ６ か ら 換 気 ガ ス 供 給 配 管 ７ が 分 岐 す る 前 の 換 気 ガ ス
配 管 ６ に 第 １ の 流 路 制 御 装 置 で あ る バ ル ブ ２ １ が 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 換 気 ガ ス 配 管 ６
と オ フ ガ ス 排 気 管 ５ と の 合 流 点 と 、 換 気 ガ ス 供 給 配 管 ７ と オ フ ガ ス 排 気 管 ５ と の 合 流 点 と
の 間 の オ フ ガ ス 排 気 管 ５ に 第 ２ の 流 路 制 御 装 置 で あ る バ ル ブ ２ ２ が 設 置 さ れ て い る 。 さ ら
に 、 ２ つ の バ ル ブ ２ １ ,２ ２ は 、 電 子 制 御 装 置 １ ８ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 燃 料 電 池 シ ス テ ム ２ ０ で は 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム ２ ０ を 停 止 す る 前 に 、 電 子 制 御 装 置
１ ８ か ら 制 御 信 号 を 送 信 し て 、 バ ル ブ ８ を 開 い た 状 態 と し 、 バ ル ブ ２ １ ,２ ２ を 閉 じ た 状
態 と す る 。 す る と 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク ２ か ら 排 出 さ れ る オ フ ガ ス cが 、 オ フ ガ ス 排 気 管 ５
の 上 流 か ら 換 気 ガ ス 供 給 配 管 ７ を 経 由 し て 、 水 素 検 知 手 段 ９ に 導 入 さ れ て 、 吸 湿 発 熱 体 １
４ を 強 制 的 に 通 過 す る 。 オ フ ガ ス cが 吸 湿 発 熱 体 １ ４ を 通 過 す る と オ フ ガ ス c中 の 水 分 が 吸
湿 さ れ る た め 、 オ フ ガ ス 排 気 管 ５ 内 を 流 通 す る オ フ ガ ス cの 湿 度 が 低 下 す る 。 そ の 後 、 電
子 制 御 装 置 １ ８ か ら 制 御 信 号 を 送 信 し て 、 バ ル ブ ８ を 閉 じ た 状 態 と す る 。 す る と 、 燃 料 電
池 ス タ ッ ク ２ か ら 排 出 さ れ る 高 湿 度 の オ フ ガ ス cが 水 素 検 知 手 段 ９ に 流 入 す る の を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム ２ ０ が 停 止 し た と き 、 水 素 検 知 手 段
９ 付 近 の オ フ ガ ス cを 低 湿 度 状 態 に 保 持 す る こ と が で き 、 水 素 検 知 手 段 ９ で の 結 露 の 発 生
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 吸 湿 発 熱 体 １ ４ の 乾 燥 方 法 に つ い て は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 温 度 セ ン サ
１ ７ と 湿 度 セ ン サ １ ９ を 省 略 す る こ と や 吸 湿 発 熱 体 １ ４ の 重 さ の 変 化 を 検 出 す る こ と に よ
り 、 乾 燥 の タ イ ミ ン グ と 乾 燥 時 間 を 最 適 に 決 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ の 他 の 実 施 形 態
　 第 １ 実 施 形 態 の 改 良 例 と し て 、 通 常 時 の 流 路 制 御 装 置 で あ る バ ル ブ ８ は 開 状 態 と し 、 比
較 的 水 素 濃 度 の 薄 い 換 気 ガ ス を 水 素 検 出 手 段 ９ に 流 入 さ せ る 。 そ し て 、 オ フ ガ ス 排 気 管 ５
内 の オ フ ガ ス を 検 知 す る 場 合 に 、 流 路 制 御 装 置 で あ る バ ル ブ ８ を 閉 状 態 と す る 。 こ の 場 合
に は 、 換 気 ガ ス 配 管 ６ の 配 管 径 を 換 気 ガ ス 供 給 配 管 ７ の 配 管 径 よ り も 小 さ く す る と 良 い 。
な お 、 流 路 制 御 装 置 と し て バ ル ブ ８ で は な く 、 バ イ パ ス 路 と の 分 岐 路 に 三 方 弁 を 設 置 し た
場 合 は 、 配 管 径 の 大 小 を 規 定 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 比 較 的 水 素 濃 度 の 薄 い 換 気 ガ ス dを 水 素 検 出 手 段 ９ 内 に 流 入 さ
せ る こ と に よ り 、 水 素 検 知 手 段 ９ の 寿 命 を 延 命 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 改 良 例 は 、
第 ２ 実 施 形 態 に も 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 図 で あ る
。
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【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 水 素 検 知 手 段 の 内 部 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に お け る 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ … 燃 料 電 池 シ ス テ ム ，
２ … 燃 料 電 池 ス タ ッ ク ，
３ … 水 素 ガ ス 供 給 配 管 ,
４ … 空 気 供 給 配 管 ,
５ … オ フ ガ ス 排 気 管 ,
６ … 換 気 ガ ス 配 管 ,
７ … 換 気 ガ ス 供 給 配 管 ,
８ … バ ル ブ （ 流 路 制 御 装 置 ） ,
９ … 水 素 検 知 手 段 ,
１ ７ … 温 度 セ ン サ ,
１ ８ … 電 子 制 御 装 置 ,
１ ９ … 湿 度 計 ,
a… 水 素 ガ ス ,
b… 空 気 ,
c… オ フ ガ ス ,
d… 換 気 ガ ス ,
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【 図 ３ 】
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